
第一次署名集約日：2013 年11 月 15 日

第二次署名集約日：2013 年12 月 31 日

署 名 提 出 日：2014 年 1 月 14 日

みなさまのご協力をお願いします

11月 18日(月)・12月 16日(月)・1月 14日(火) 静岡地裁前集合 集合時間はお問い合わせ下さい

裁判所や検察庁への要請行動にご協力をお願いします

・ 元プロボクサー、袴田巖さんはいわゆる袴田事件の犯人として逮捕され死刑判決を下されまし

た。 しかし、袴田さんは一貫して無実を訴え続けています。

・ この間、明らかになったことは、検察官が袴田さんの無実につながる“証拠”を隠していたことで

した。

・ ボクシング関係者をはじめ、多くの人たちが 無実の袴田さんに無罪の判決を求めています。

袴田巖さんは無実だ！

“即時再審開始を求める全国集会” のご案内

日 時：１月１３日(月・祝) 午後１時３０分開会
※開場は午後１時です

会 場：静岡県 総合社会福祉会館(シズウェル) ７階
※集会会場、裁判所は裏面の地図をご覧下さい

ゲスト： ジャーナリスト 江川紹子 さん

弁護団： 西嶋勝彦弁護士(袴田事件弁護団長)
弁護団は袴田巖さんを救うために何を主張してきたのか(仮題)

【主催団体】 袴田巖さんは無実だ！即時再審開始を求める全国集会実行委員会

【問合せ先】424-0006 静岡市清水区石川本町16-18 TEL：054 (366)2468 FAX : (366)2475

私たちは 裁判のやり直しを求めています

全国統一署名活動を行っています！

みなさまの署名が裁判所を

動かす力になります

再審開始を訴える

姉・ひで子さん



いわゆる“袴田事件”とは

静岡県清水市(当時)で、1966年(昭和 41年)6月 30日、 味噌製造会社専務

一家四人が殺され、 自宅が放火されました。 その工場に勤めていた袴田巖さん

(当時 30 歳)が逮捕されました。 袴田さんは「自分は無関係だ」と主張していまし

た。しかし、 連日 12 時間以上、 排便も取調室で行わせる拷問同様の取り調べ

の結果、 無理矢理犯行を自白させられました。 その内容は、 パジャマ姿で四人

を刺し殺し、 現金を奪って放火したというものでした。

その後の裁判で、袴田さんは一貫して無実を訴え、 パジャマの再鑑定が行わ

れると血痕が発見できませんでした。 ところが 事件から 1 年 2 ヶ月後、 工場

の味噌タンクの中から血液が付着した、 いわゆる5点の衣類が出てきました。 検

察官はこれこそが袴田さんの犯行着衣だとし、 裁判官もそれを認め、1980 年に

死刑が確定しました。

しかし、 凶器の損傷がほとんど無い、 味噌漬けのズボンは袴田さんには小さ

すぎてはけない、1 年 2 ヶ月も味噌に漬かっていたにもかかわらず、血液の色は赤

く、白い衣類の色はほとんど白色など、多くの疑問が残りました。

明らかになった検察官の証拠隠し
検察官が、ズボンのサイズを表す記号だとした記号は、 色を表す記号だと言うこ

とや、 鮮やかな緑色をした ５点の衣類発見当時のカラー写真など、 検察官が多く

の証拠を隠していたことも、 この間 明らかになりました。

裁判所や集会会場の案内

新静岡駅 北街道

至新清水

国道1号線

至：名古屋 至：東京

DNA 鑑定で袴田さんの無実は明らか
上の写真は、袴田さんが裁判官の前でズボンをはこうとしていると

ころを撮影したものです。でも、はけませんでした。

このズボンは、事件発生から 1 年 2 ヶ月後に発見された、事件現場

近くの味噌工場の味噌製造タンクからパンツやステテコなどと共に発

見されたものです。裁判所はこのズボンは袴田さんのものだ、 味噌に

長期間漬かっていたため縮んだのだ。と、決めつけました。

左の写真はその衣類の中の半袖メリヤスシャツです。衣類ははっき

りと白い色が残り、血液の色も“赤み”が残っています。 一目で、長

期間味噌に漬かっていた衣類には見えません。 そして、血液の DNA

鑑定の結果、被害者の血液でも袴田さんの血液でもないことが明らか

になったのです。
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袴田巖さんは無実だ！

即時再審開始を求める全国集会実行委員会

構成団体：アムネスティ･インターナショナル日本／日本国民救援会

／日本プロボクシング協会袴田巖支援委員会／袴田巖さんの再審を

求める会／袴田巖さんを救援する清水･静岡市民の会／袴田巖さんを

救援する静岡県民の会／浜松・袴田巖さんを救う市民の会／無実の死

刑囚･袴田巌さんを救う会

私たちは一日も早い、袴田巖さんへの
再審開始(裁判のやり直し)を求めています

署名の第一次集約日は11月 15日、第二次は12月 31

日です。 みなさまのご支援、ご協力をお願いします。

問合せは主催団体もしくは構成団体にお願いいたし

ます
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1年 2 ヶ月間味噌に漬かったとされる

半袖メリヤスシャツ

福祉会館


